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(57)【要約】
【課題】ＥＬディスプレイの列駆動セルの提供。
【解決手段】ＥＬディスプレイは行走査線と列走査線の
間に接続されたＥＬ発光素子を包含し、列駆動セルは、
該列走査線を高電圧或いは低電圧或いはフロート状態に
切り換えて接続でき、並びにパネルの充電放電時の消耗
電流が該列走査線より該高電圧に向けて流れるのを防止
できる。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　エレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セルにおいて、該エレクトロルミネッ
センスディスプレイは、行走査線及び列走査線に接続されたＥＬ発光素子を包含し、該列
駆動セルは、
　該列走査線と高電圧の間にある第１スイッチと、
　該行走査線及び低電圧の間にある第２スイッチと、
　該第１スイッチに直列に接続されて電流が該列走査線より該高電圧に流れるのを防止す
る逆バイアス素子と、
　を包含することを特徴とする、エレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セル。
【請求項２】
　請求項１記載のエレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セルにおいて、該第１
スイッチと該第２スイッチがオフの時、該列走査線はフロート状態にあることを特徴とす
る、エレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セル。
【請求項３】
　請求項１記載のエレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セルにおいて、該逆バ
イアス素子がダイオードを包含することを特徴とする、エレクトロルミネッセンスディス
プレイの列駆動セル。
【請求項４】
　請求項１記載のエレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セルにおいて、該逆バ
イアス素子はダイオードを接続したＢＪＴを包含することを特徴とする、エレクトロルミ
ネッセンスディスプレイの列駆動セル。
【請求項５】
　請求項１記載のエレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セルにおいて、該逆バ
イアス素子はダイオードを接続したＭＯＳトランジスタを包含することを特徴とする、エ
レクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セル。
【請求項６】
　エレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セルにおいて、該エレクトロルミネッ
センスディスプレイは行走査線と列走査線の間に接続されたＥＬ発光素子を包含し、該列
駆動セルは、
　該列走査線を高電圧に接続する第１ＭＯＳトランジスタと、
　該列走査線を低電圧に接続する第２ＭＯＳトランジスタと、
　電圧を該第１ＭＯＳトランジスタのベースに提供して該第１ＭＯＳトランジスタの寄生
ダイオードの導通を防止する電圧源と、
　を包含することを特徴とする、エレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セル。
【請求項７】
　請求項６記載のエレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セルにおいて、該第１
ＭＯＳトランジスタと該第２ＭＯＳトランジスタがいずれもオフの時、該列走査線はフロ
ート状態とされることを特徴とする、エレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セ
ル。
【請求項８】
　エレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動方法において、該エレクトロルミネッ
センスディスプレイは、複数の行走査線と列走査線を具えたパネルを包含し、該列駆動方
法は、
　複数の該列走査線の第Ｎ列走査線を導通状態に切り換え、
　該第Ｎ列走査線の導通状態終了後に、該第Ｎ列走査線を逆方向状態に切り換え、
　該第Ｎ列走査線を該逆方向状態に切り換えてからある時間の後に、該第Ｎ列走査線をフ
ロート状態に切り換え、該第Ｎ列走査線が再度導通状態に切り換えられるまでその状態を
維持し、
　以上のステップを包含することを特徴とする、エレクトロルミネッセンスディスプレイ
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の列駆動方法。
【請求項９】
　エレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動方法において、該エレクトロルミネッ
センスディスプレイは、複数の行走査線と列走査線を具えたパネルを包含し、該列駆動方
法は、
　複数の該列走査線中の第Ｎ列走査線を導通状態に切り換えた時、その他の列走査線をフ
ロート状態に切り換え、
　該第Ｎ列走査線が導通状態とされた期間に、複数の該行走査線が放電状態に切り換えら
れたならば、該第Ｎ列走査線以外のその他の列走査線を逆方向状態に切り換え、
　以上のステップを包含することを特徴とする、エレクトロルミネッセンスディスプレイ
の列駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は一種のエレクトロルミネッセンスディスプレイ（ＥＬディスプレイ）に係り、
特に、エレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セル及び方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１から図４は周知のＥＬディスプレイ１０の駆動方法を示す。ＥＬディスプレイ１０
はパネル１８及びパネル１８を駆動する駆動装置を包含する。パネル１８は複数の行走査
線ＣＯＬ１～ＣＯＬ７２０、複数の列走査線ＲＯＷ１～ＲＯＷ６４、及び複数の発光ダイ
オードＥｎ，ｍが配列されてなるマトリクスを具備し、そのうち、ｎ＝１～７２０、ｍ＝
１～６４であり、各発光ダイオードＥｎ，ｍはいずれも寄生容量Ｃｎ，ｍを具えている。
該駆動装置は発光制御回路１２、列ドライバ１４及び行ドライバ１６を具備し、発光制御
回路１２は発光データに基づき信号を列ドライバ１４及び行ドライバ１６に与えて列ドラ
イバ１４及び行ドライバ１６中の列駆動セル１４２及び行駆動セル１６２に、列走査線Ｒ
ＯＷ１～ＲＯＷ６２及び行走査線ＣＯＬ１～ＣＯＬ７２０上の電圧を改変させ、これによ
り選択したダイオードＥｎ，ｍを発光させる。図５に示されるＥＬディスプレイ１０中の
列駆動セル１４２の伝統的な構造は、ＰＭＯＳトランジスタ１４４が電圧ＶＣＯＭ及び列
走査線ＲＯＷｍの間に接続され、ＮＭＯＳトランジスタ１４６が列走査線ＲＯＷｍ及び接
地端ＧＮＤの間に接続され、導通（ｔｕｒｎ　ｏｎ）状態の時、ＮＭＯＳトランジスタ１
４６が列走査線ＲＯＷｍを接地端に接続し、逆方向（ｒｅｖｅｒｓｅ）状態の時、ＰＭＯ
Ｓトランジスタ１４４が列走査線ＲＯＷｍを電圧ＶＣＯＭに接続する。行駆動セル１６２
は駆動電流源１６４、電圧源１６６及び接地端ＧＮＤを包含し、表示状態の時、行走査線
ＣＯＬｎは駆動電流源１６４に接続され、予充電状態の時、行走査線ＣＯＬｎは電圧源１
６６に接続され、放電状態の時、行走査線ＣＯＬｎは接地端ＧＮＤに接続される。
【０００３】
　図１の表示モードの時、列走査線ＲＯＷ１は接地端ＧＮＤに接続されてその他の列走査
線ＲＯＷ２～ＲＯＷ６４部分は逆方向状態とされ、行走査線ＣＯＬ１及びＣＯＬ２は駆動
電流源１６４に接続され、その他の行走査線ＣＯＬ３～ＣＯＬ７２０は接地端ＧＮＤに接
続され、ゆえに電流は発光ダイオードＥ１，１及びＥ２，１を流れ、これにより発光ダイ
オードＥ１，１及びＥ２，１が発光する。仮に、発光ダイオードＥ１，１及びＥ２，１点
灯状態から、発光ダイオードＥ２，２及びＥ３，２点灯状態へと変換する必要があれば、
まず放電モードに進入しなければならず、ゆえに列走査線ＲＯＷ１は接地端ＧＮＤに接続
され、ＲＯＷ２～ＲＯＷ６４は電圧ＶＣＯＭに接続され、行走査線ＣＯＬ１～ＣＯＬ７２
０は接地端ＧＮＤに接続するよう全て切り換えられて、全ての発光ダイオードＥｎ，ｍの
寄生容量Ｃｎ，ｍ上の電荷が釈放され、これは図２のとおりである。続いて予充電モード
に進入し、列走査線ＲＯＷ１が電圧ＶＣＯＭに接続され、ＲＯＷ２が接地端ＧＮＤに接続
するよう切り換えられ、行走査線ＣＯＬ２及びＣＯＬ３は電圧源１６６に接続するよう切
り換えられ、行走査線ＣＯＬ２及びＣＯＬ３上の電圧は０ＶからＶＣＣに充電され、これ
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は図３のとおりである。最後に表示モードに進入し、行走査線ＣＯＬ２及びＣＯＬ３が電
流源１６４に接続するよう切り換えられて発光ダイオードＥ２，２及びＥ３，２を点灯さ
せ、これは図４に示されるようである。そのうち、発光ダイオードＥｎ，ｍの輝度は電流
の、該発光ダイオードＥｎ，ｍを流れる大きさと時間により決定される。
【０００４】
　しかし、ＥＬディスプレイ１０の操作過程にあって、全ての電流が発光に用いられるわ
けではなく、試験により得られたデータによると、高輝度或いは低輝度のいずれにおいて
も、一部分の固定された大きさの電流がパネルの充電放電時に消耗され、低輝度の時、パ
ネルの充電放電により消耗される電流は、総電流の半分以上を占める。例えば、図２に示
される放電モードでは、行走査線ＣＯＬ１が接地端ＧＮＤに接続するよう切り換えられる
時、行走査線ＣＯＬ１の電位はＶＣＣから０ボルトとされ、この過程で、寄生容量のカプ
リング効果により列走査線ＲＯＷ２～ＲＯＷ６４上の電位は引き下げられ、これにより、
もともと電圧ＶＣＯＭに接続されていた列走査線ＲＯＷ２～ＲＯＷ６４は寄生容量が提供
する小さくない電流を行駆動セル１６２の接地端ＧＮＤに接続し、これらの電流はパネル
発光に用いられず、ゆえにこれらの電流は浪費され、もし各行駆動セル１６２のオフの時
間が異なれば、電圧ＶＣＯＭは少なからぬ電流をここで消耗する。図３に示される充電モ
ードにおいて、行走査線ＣＯＬ２の出力は０ＶからＶＣＣまで充電し、この過程で、寄生
容量のカプリング効果により列走査線ＲＯＷ２～ＲＯＷ６４上の電位は引き上げられ、こ
れにより列走査線ＲＯＷ１の充電電流を提供するほか、その他の列走査線ＲＯＷ２～ＲＯ
Ｗ６４に対しても充電電流を提供する必要があり、これらの電流は電圧ＶＣＯＭより流出
し、これらの電流も発光に用いられないため、これらの電流も浪費され、これにより行走
査線ＣＯＬ２上で見られるコンデンサは６４個ある。
【０００５】
　しかし、ＥＬディスプレイの節電に関しては多くの特許がすでにあり、例えば、特許文
献１－８がある。しかし、パネルの充電放電により形成される消耗電流に対して改善を行
なったものは未だなく、またこの予充電モードはＥＬディスプレイの不可欠のステップと
なっている。
【０００６】
【特許文献１】米国特許第５，５９４，４６３号明細書
【特許文献２】米国特許第５，８４４，３６８号明細書
【特許文献３】米国特許第６，１０４，３６３号明細書
【特許文献４】米国特許第６，１９１，５３５号明細書
【特許文献５】米国特許第６，３１０，５８９号明細書
【特許文献６】米国特許第６，３７６，９９４号明細書
【特許文献７】米国特許第６，４７３，０６４号明細書
【特許文献８】米国特許第６，５０１，２２６号明細書
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　このため、パネルの充電放電が形成する消耗電流を減らす装置及び方法が望まれている
。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明はエレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セルを提供し、該エレクトロ
ルミネッセンスディスプレイは、行走査線及び列走査線に接続されたＥＬ発光素子を包含
し、該列駆動セルは該列走査線と高電圧の間にある第１スイッチと、該行走査線及び低電
圧の間にある第２スイッチと、及び該第１スイッチに直列に接続されて電流が該列走査線
より該高電圧に流れるのを防止する逆バイアス素子と、を包含する。
【０００９】
　もう一種のエレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セルは、該列走査線及び高
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電圧の間に接続された第１ＭＯＳトランジスタと、該列走査線と低電圧の間に接続された
第２ＭＯＳトランジスタと、電圧を該第１ＭＯＳトランジスタのベースに提供して該第１
ＭＯＳトランジスタの寄生ダイオードの導通を防止する電圧源と、を包含する。
【００１０】
　本発明のエレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動方法によると、該エレクトロ
ルミネッセンスディスプレイは、複数の行走査線と列走査線を具えたパネルを包含し、該
列駆動方法は、複数の該列走査線を導通状態に切り換え、第Ｎ＋１列走査線が導通状態に
切り換えられた時、第Ｎ列走査線を逆方向状態に切り換え、該第Ｎ列走査線を該逆方向状
態に切り換えてからある時間の後に、該第Ｎ列走査線をフロート状態に切り換え、続いて
該第Ｎ列走査線をフロート状態に、該第Ｎ列走査線が再度導通状態に切り換えられるまで
維持する。
【００１１】
　もう一種類のエレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動方法によると、複数の該
列走査線中の第Ｎ列走査線を導通状態に切り換えた時、その他の列走査線をフロート状態
に切り換え、該第Ｎ列走査線が導通状態に切り換えられている期間に、複数の該行走査線
が放電状態に切り換えられるならば、該第Ｎ列走査線以外のその他の列走査線を逆方向状
態に切り換える。
【発明の効果】
【００１２】
　本発明は、一種のエレクトロルミネッセンスディスプレイの列駆動セル及び方法を提供
し、それはパネルの充電放電時に形成される消耗電流を減らせる。また、本発明はエレク
トロルミネッセンスディスプレイの列駆動セル及び方法を提供し、それはＥＬディスプレ
イに予充電ステップを省略させられる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　図６は列駆動セル２０の第１実施例を示す。列駆動セル２０は導通状態及び逆方向状態
のほかに、フロート状態を有する。フロート状態にあって、ＰＭＯＳトランジスタ２２及
びＮＭＯＳトランジスタ２４はいずれもオフとされ、列駆動セル２０中にあって、ＰＭＯ
Ｓトランジスタ２２は列走査線ＲＯＷｍを電圧ＶＣＯＭに接続するのに用いられ、ＮＭＯ
Ｓトランジスタ２４は列走査線ＲＯＷｍを接地端ＧＮＤに接続するのに用いられる。逆バ
イアス素子２６がＰＭＯＳトランジスタ２２と列走査線ＲＯＷｍの間に接続される。これ
は、ＰＭＯＳトランジスタ２２とＮＭＯＳトランジスタ２４がいずれもオフとされて、予
充電時には、電流は一様にＰＭＯＳトランジスタ２２の寄生ダイオードＤＰより電圧ＶＣ
ＯＭに流れ、ゆえに逆バイアス素子２６により電流が列走査線ＲＯＷｍより電圧ＶＣＯＭ
に流れるのを防止する必要があるためである。逆バイアス素子２６は列走査線ＲＯＷｍの
正常状態（接地端ＧＮＤ或いは電圧ＶＣＯＭに接続されている）には影響を与えない。図
７は逆バイアス素子２６の実施例を示す。それはダイオードＤ１を包含する。その他の実
施例では、ＢＪＴ或いはＭＯＳトランジスタを接続してダイオードとすることも可能であ
る。図８は列駆動セル２０の第２実施例を示す。それはＰＭＯＳトランジスタ２２及びＮ
ＭＯＳトランジスタ２４を包含し、電流が列走査線ＲＯＷｍから電圧ＶＣＯＭに流れるの
を防止するため、ＰＭＯＳトランジスタ２２のベースが駆動装置中の最高電位ＶＣＣに接
続されて、ＰＭＯＳトランジスタ２２の寄生ダイオードＤＰの導通が防止されている。
【００１４】
　図９はＥＬディスプレイ３０を示す。それはパネル３８及びパネル３８を駆動する駆動
装置を包含する。パネル３８は複数の行走査線ＣＯＬ１～ＣＯＬ７２０、複数の列走査線
ＲＯＷ１～ＲＯＷ６４及び複数の発光ダイオードＥｎ，ｍが配列されてなるマトリクスを
包含する。そのうち、ｎ＝１～７２０、ｍ＝１～６４である。各発光ダイオードＥｎ，ｍ
はそれぞれ寄生容量Ｃｎ，ｍを具備する。該駆動装置は発光制御回路３２、列ドライバ３
４及び行ドライバ３６を包含する。発光制御回路３２は発光データに基づき信号を列ドラ
イバ３４及び行ドライバ３６に提供して列ドライバ３４及び行ドライバ３６中の列駆動セ
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ル２０及び行駆動セル３６２に列走査線ＲＯＷ１～ＲＯＷ６４及び行走査線ＣＯＬ１～Ｃ
ＯＬ７２０上の電圧を改変させ、これにより選択した発光ダイオードＥｎ，ｍを発光させ
る。そのうち、列駆動セル２０は列走査線ＲＯＷ１～ＲＯＷ６４を接地端ＧＮＤ、電圧Ｖ
ＣＯＭ或いはフロート状態の接続に切り換え、並びに電流が列走査線ＲＯＷ１～ＲＯＷ６
４から電圧ＶＣＯＭに流れるのを防止し、これにより電荷が走査線上に累積するのを防止
する。行駆動セル３６２は行走査線ＣＯＬ１～ＣＯＬ７２０を接地端ＧＮＤ、電流源３６
４或いは電圧源３６６の接続に切り換える。
【００１５】
　図１０は列駆動セル２０の操作方法を示す。そのうち波形４０は行走査線ＣＯＬ１上の
電圧を、波形４２は行走査線ＣＯＬ２上の電圧を、波形４４は行走査線ＣＯＬ３上の電圧
を、波形４６は列走査線ＲＯＷ１上の電圧を、波形４８は列走査線ＲＯＷ２上の電圧を、
波形５０は列走査線ＲＯＷ３上の電圧を示す。図９、図１１、図１２及び図１３は図１０
の駆動方法を説明する図である。時間Ｔ１の時、列走査線ＲＯＷ１は導通状態にあり、行
走査線ＣＯＬ１及び行走査線ＣＯＬ２は駆動電流源３６４に接続され、ゆえに発光ダイオ
ードＥ１，１及びＥ２，１は発光し、図９のようである。続いて発光ダイオードＥ２，２
及びＥ３，２を発光させる時は、時間Ｔ２の時、行走査線ＣＯＬ１及びＣＯＬ２が接地端
ＧＮＤに接続するよう切り換えられ放電が実行され、図１１のようであり、放電期間に、
その他の列走査線ＲＯＷ２～ＲＯＷ６４はいずれもフロート状態にあり、ゆえに電流は電
圧ＶＣＯＭから行駆動セル３６２に向けて流れず、ゆえに電流の浪費が発生しない。時間
Ｔ３の時、列走査線ＲＯＷ１は逆方向状態に切り換えられ、列走査線ＲＯＷ１上の電位は
ＶＣＯＭに引き上げられ、列走査線ＲＯＷ２は導通状態に切り換えられ、行走査線ＣＯＬ
２及びＣＯＬ３は電圧源３６６に接続するよう切り換えられて寄生容量Ｃ２，２及びＣ３
，２に対して予充電を実行し、これ図１２に示されるようである。予充電期間に、列駆動
セル２０は電流が列走査線ＲＯＷｍから電圧ＶＣＯＭに流れるのを防止でき、これにより
電流の浪費がない。電荷は列走査線ＲＯＷｍの出力端に累積され、これらの電荷は行駆動
セル３６２が放電モードに進入する時に、寄生容量Ｃｎ，ｍに戻され、時間Ｔ４の時、行
走査線ＣＯＬ２及びＣＯＬ３が駆動電流源３６４に接続するよう切り換えられて発光ダイ
オードＥ２，２及びＥ３，２を発光させ、これは図１３に示されるようである。時間Ｔ５
の時、列走査線ＲＯＷ１はフロート状態に切り換えられ、その後、フロート状態を、列走
査線ＲＯＷ１が再度導通するまで続ける。電流が電圧ＶＣＯＭに流れることがないため、
各行駆動セル３６２にただ一つの寄生容量が見られるだけであり、ゆえに、電圧源３６６
に予充電電流を提供させることがなく、電流源３６４も行駆動セル３６２の出力端上の電
位を非常に短い時間内に走査電圧まで引き上げることができ、言い換えると、予充電のス
テップを省略できる。
【００１６】
　前述の駆動方法中、列走査線ＲＯＷ１を、導通状態終了後に逆方向状態に切り換えなけ
ればならないのは、列走査線ＲＯＷ１の導通終了後に、列走査線ＲＯＷ１上の電位が０と
なり、続く予充電モードの時には、列走査線ＲＯＷ１上の電圧をＶＣＣにのみ引き上げる
ことができ、これにより続いて列走査線ＲＯＷ２が導通する時、列走査線ＲＯＷ１上の電
圧の変化がただ０ＶとＶＣＣの間となるためである。もし先に列走査線ＲＯＷ１上の電位
をＶＣＯＭに引き上げると、続く列走査線ＲＯＷ２の導通時に、列走査線ＲＯＷ１上の電
圧はＶＣＯＭ＋ＶＣＣとＶＣＯＭの間で変化し、列走査線ＲＯＷ１上の電荷が多くなるほ
ど、放電モードに進入する時に、ますます多くの電荷が喪失する。放電モードに進入する
時、図１０の時間Ｔ２に示されるように、列走査線ＲＯＷ２～ＲＯＷｎはフロート状態と
され、これにより、行走査線ＣＯＬ１上の電位が０Ｖに引き下げられると、行走査線ＣＯ
Ｌ２～ＣＯＬ７２０上の電位もカプリング効果により引き下げられ、列走査線上の電荷が
多くなるほど、充電される電荷も多くなり、これにより行走査線ＣＯＬ２～ＣＯＬ７２０
はカプリング効果により引き下げられる電圧差を減らすと、カプリング効果の行走査線Ｃ
ＯＬ２～ＣＯＬ７２０に対する影響を減らせる。
【００１７】
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　図１４には列駆動セル２０のもう一つの操作方法が示される。そのうち、波形５２は行
走査線ＣＯＬ１上の電圧を、波形５４は行走査線ＣＯＬ２上の電圧を、波形５６は行走査
線ＣＯＬ３上の電圧を、波形５８は列走査線ＲＯＷ１上の電圧を、波形６０は列走査線Ｒ
ＯＷ２上の電圧を、波形６２は列走査線ＲＯＷ３上の電圧を示す。図９、図１５、図１６
及び図１７は図１４の駆動方法を説明する図である。時間Ｔ１の時、列走査線ＲＯＷ１は
導通状態にあり、列走査線ＲＯＷ２～ＲＯＷ６２はフロート状態にり、行走査線ＣＯＬ１
及び行走査線ＣＯＬ２は駆動電流源３６４に接続され、ゆえに発光ダイオードＥ１，１及
びＥ２，１は発光し、行走査線ＣＯＬ３～ＣＯＬ７２０は接地端ＧＮＤに接続され、これ
は図９のようである。時間Ｔ２の時、行走査線ＣＯＬ１及びＣＯＬ２が接地端ＧＮＤに接
続するよう切り換えられ、寄生容量Ｃ１，１及びＣ２，１が放電させられ、導通状態にあ
る列走査線ＲＯＷ１のほかの、その他の列走査線ＲＯＷ２～ＲＯＷ６４はいずれも逆方向
状態に切り換えられ、列走査線ＲＯＷ２～ＲＯＷ６４上の電位はＶＣＯＭに引き上げられ
、これは図１５に示されるとおりである。時間Ｔ３の時、列走査線ＲＯＷ２は導通状態に
切り換えられ、列走査線ＲＯＷ１及びＲＯＷ３～ＲＯＷ６４はフロート状態に切り換えら
れ、行走査線ＣＯＬ２及びＣＯＬ３は電圧源３６６に接続するよう切り換えられて予充電
を行い、これは図１６に示されるとおりである。予充電期間に、列駆動セル２０は電流が
列走査線ＲＯＷｍから電圧ＶＣＯＭへと流れるのを防止でき、これにより電流の浪費がな
く、電荷は列走査線ＲＯＷｍの出力端に累積し、これらの電荷は行駆動セル３６２が放電
モードに進入する時に、寄生容量Ｃｎ，ｍに戻される。時間Ｔ４の時、行走査線ＣＯＬ２
及びＣＯＬ３が駆動電流源３６４に接続するよう切り換えられて発光ダイオードＥ２，２
及びＥ３，２を発光させ、これは図１７に示されるようである。電流が電圧ＶＣＯＭに流
れることがないため、各行駆動セル３６２にいずれも一つの寄生容量しか見られず、ゆえ
に電圧源３６６が予充電電流を提供することがなく、電流源３６４も行駆動セル３６２の
出力端上の電位を極めて短時間内に引き上げることができるため、予充電のステップを省
略できる。
【００１８】
　このほか、列駆動セル２０に伝統的な操作方法を組み合わせても有効に節電することが
できる。図１８は伝統的な駆動方法を示す。そのうち、波形６４は行走査線ＣＯＬ１上の
電圧を、波形６６は行走査線ＣＯＬ２上の電圧を、波形６８は行走査線ＣＯＬ３上の電圧
を、波形７０は列走査線ＲＯＷ１上の電圧を、波形７２は列走査線ＲＯＷ２上の電圧を、
波形７４は列走査線ＲＯＷ３上の電圧を示す。時間Ｔ１の時、列走査線ＲＯＷ１は接地端
ＧＮＤに接続するよう切り換えられ導通状態に進入し、その他の列走査線ＲＯＷ２～ＲＯ
Ｗ６２は電圧ＶＣＯＭに接続され、行走査線ＣＯＬ１～ＣＯＬ３は電圧源に接続するよう
切り換えられ予充電を実行し、列駆動セル２０が列走査線ＲＯＷ2及びＲＯＷ３から電圧
ＶＣＯＭに電流が流れるのを防止できるため、電流の電圧ＶＣＯＭからの流出による浪費
がない。図１９は伝統的な列駆動セル１４２及び駆動方法を使用したシミュレート図であ
る。図２０は本発明の列駆動セル２０及び伝統的な駆動方法を使用したシミュレート図で
ある。図１９と図２０から明らかであるように、列駆動セル２０を使用したＥＬディスプ
レイは、確実に、行走査線ＣＯＬ１に予充電期間に必要な準位を達成させられる。電流が
列走査線から電圧ＶＣＯＭに流れないため、各行走査線上に一つだけの寄生容量しか見ら
れず、このため電圧源が予充電電流を提供せず、駆動電流源も行走査線上の電位を極めて
短時間内に引き上げることができ、言い換えると予充電ステップを省略できる。
【図面の簡単な説明】
【００１９】
【図１】周知のＥＬディスプレイ１０の表示モードを示す図である。
【図２】周知のＥＬディスプレイ１０の放電モードを示す図である。
【図３】周知のＥＬディスプレイ１０の予充電モードを示す図である。
【図４】周知のＥＬディスプレイ１０の表示モードを示す図である。
【図５】周知のＥＬディスプレイ１０中の列駆動セル１４２の伝統的な構造を示す図であ
る。
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【図６】本発明の列駆動セル２０の第１実施例を示す図である。
【図７】本発明中の逆バイアス素子２６の実施例を示す図である。
【図８】本発明の列駆動セル２０の第２実施例を示す図である。
【図９】本発明を運用したＥＬディスプレイ３０を表示する図である。
【図１０】本発明を運用したＥＬディスプレイ３０の駆動方法表示図である。
【図１１】本発明を運用したＥＬディスプレイ３０の放電モード表示図である。
【図１２】本発明を運用したＥＬディスプレイ３０の予充電モード表示図である。
【図１３】本発明を運用したＥＬディスプレイ３０の表示モード表示図である。
【図１４】本発明を運用したＥＬディスプレイ３０の別の駆動方法表示図である。
【図１５】図１４の駆動方法によるＥＬディスプレイ３０の放電モード表示図である。
【図１６】図１４の駆動方法によるＥＬディスプレイ３０の予充電モード表示図である。
【図１７】図１４の駆動方法によるＥＬディスプレイ３０の表示モード表示図である。
【図１８】伝統的なＥＬディスプレイの駆動方法表示図である。
【図１９】伝統的な列駆動セルと駆動方法を使用したシミュレート図である。
【図２０】本発明の列駆動セルと伝統的な駆動方法を使用したシミュレート図である。
【符号の説明】
【００２０】
１０　ＥＬディスプレイ　　　１２　発光制御回路　　１４　列ドライバ
１４４　列駆動セル　　　　　１６　行ドライバ　　　１６２　行駆動セル
１６４　駆動電流源　　　　　１６６　電圧源　　　　２０　列駆動セル
２２　ＰＭＯＳトランジスタ　２４　ＮＭＯＳトランジスタ　２６　逆バイアス素子
３０　ＥＬディスプレイ　　　３２　発光制御回路　　　　　３４　列ドライバ
３６　行ドライバ　　　　　　３６２　行駆動セル　　　　　３６４　駆動電流源
３６６　電圧源　　　　　　　４０　行走査線ＣＯＬ１上の電圧波形
４２　行走査線ＣＯＬ２上の電圧波形　　　４４　行走査線ＣＯＬ３上の電圧波形
４６　列走査線ＲＯＷ１上の電圧波形　　　４８　列走査線ＲＯＷ２上の電圧波形
５０　列走査線ＲＯＷ３上の電圧波形　　　５２　行走査線ＣＯＬ１上の電圧波形
５４　行走査線ＣＯＬ２上の電圧波形　　　５６　行走査線ＣＯＬ３上の電圧波形
５８　列走査線ＲＯＷ１上の電圧波形　　　６０　列走査線ＲＯＷ２上の電圧波形
６２　列走査線ＲＯＷ３上の電圧波形　　　６４　行走査線ＣＯＬ１上の電圧波形
６６　行走査線ＣＯＬ２上の電圧波形　　　６８　行走査線ＣＯＬ３上の電圧波形
７０　列走査線ＲＯＷ１上の電圧波形　　　７２　列走査線ＲＯＷ２上の電圧波形
７４　列走査線ＲＯＷ３上の電圧波形
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摘要(译)

要解决的问题：提供EL显示器的列驱动单元。 EL显示器包括连接在行扫
描线和列扫描线之间的EL发光元件，并且可以通过将列扫描线切换到高
电压或低电压或浮动状态来连接列驱动单元。并且，可以防止面板充电
和放电期间的消耗电流从行扫描线流向高电压。 点域6
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